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　　　　　　　　　 問題と目的

　3C学習法（Cover，　Copy，　and 　Compare）は、学業ス キ

ル の向上 に対して効果を上げてい る技法で ある（e．g．
Skmner，　et 　al．，1989＞。 欧米では、計算スキルや単語 の

書字スキル の 向上に対する効果が検討され て おり、いず
れも

一
定 の 効果を上げてい る．

　単語書字を例に挙げる と、3C学習法で は、1．見本の

単語を見る、2．見本の単語を隠す、3．見本と同じ単語

を書く、4．再び見本の単語を見る、5．見本の 単語と自
分が書い た単語を比べ 正答か どうか確認する、とい う

5つ の ス テ ッ プに沿っ て学習を進める（Erion　et　al．
，
20

09）。特に書字反応後、正答であるか否か の即時の セル フ

フ ィ
ー

ドバ ッ クを得られる点が、効果的に作用するとい

われ てい る（Nies ＆ Be1五〇re ，2006）。 また、自分自身で

学習を進められるため、特別な機械や人員がい らない 点
も、 利点として挙げられて い る 。 本研究で は児童の漢字
書字ス キルを対象として、3C学習法の効果を検討した。
　　　　　　　　　　　琺
研究期間・場所および状況 ：2010 年2月〜3月にかけて、
放課後5年生の 教室内で、週2回実施 した。1セ ッ シ ョ ン

は約15分であ り、 合計7セ ッ シ ョ ン中4セ ッ シ ョ ン を第1
著者が、3セ ッ シ ョ ン を第2著者が実施 した。
対象児 ：公立B小学校の 通常学級に在籍し、 漢字書字が

特に苦手で あるとして担任から名前の 挙が っ た 5年生の

児童計5名 で あっ た（男児4名、 女児 1名。 P1〜P5）。

実験デザイン ：刺激セ ッ ト間多層ベー
ス ライ ンデザイ ン

を用い た 。 また介入終了後の ポス トテ ス ト、1ヶ月半後
の フ ォ ロ

ー
アッ プによっ て介入効果の維持を検討 した。

刺激 セ ット：担任との相談の結果、ノ亅丶学3年生で学習する

漢字を対象とした 。 事前に漢字書字の 予備評価を行い 、
未修得の漢字刺激を児童ご とに 15刺激選定 した。15刺激
は 、 各セ ッ ト間の漢字の画数が等し くなるよ うに5刺激

ずつ 3セ ッ ト（セ ッ トん B
，
C）に 配分され た。

手続き ：1）ベ ー
ス ライン 各セ ッ トの漢字5刺激を書かせる

チ ェ ッ クテ ス トを、介入前に実施した。なお、第 1回 目

の チェ ッ クテス トは介入前であっ たため、ベー
ス ライ ン

データに含めた 。

2）介入   チ ェ ッ クテス ト　各セ ッ トの漢字5刺激を書
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かせ るチ ェ ッ クテス トとして 、各セ ッ シ ョ ンの介入前（チ
ェ ッ ク  ）と介入後（チ ェ ッ ク  ）に毎回実施した。チ ェ ッ

ク  で 5問全て の漢字が書けた場合に、次の漢字セ ッ ト

に移行するこ ととした 。 またチ ェ ッ ク  では、正誤 の フ

ィ
ードバ ッ クは行わ な か っ た。チ ェ ッ ク  は 、 3C学習法

で の練習の後に実施した。チェ ッ ク  では、終了後に正

誤 の フ ィ
ー

ドバ ッ クを し、 誤答に関して は 1回ずつ 書き

直しを求めた。また、その 日の それぞれのチェ ッ クテス

トで の 正答数をグラ フ で フ ィ
ードバ ッ ク した。

  3C学習法 チェ ッ ク  終了後、3C学習法に基 づ くワー

クシ
ー

トを用意し、漢字5刺激の 書字練習を実施した 。

具体的に は、1．見本の漢字をなぞる、2．見本の漢字を

隠す、3．隣の 空欄に当該の 漢字を書 く、4．再び見本の

漢字を見る、5．書い た漢字と見本を比べ 合っ て い るか

確認する、とい う手順 で あり、これ を 1刺激ご とに 5刺激

全てで行 っ た。
3）ポス トテ ス ト：当該の セ ッ トがチェ ッ ク  で全問正答と

なっ た場合 、 次の セ ッ トに移行したが、介入を終了した

セ ッ トに関して 1週間ごとにポス トテス トを実施 した 。

手続きは各セ ッ トのプレテス トと同様であ っ た 。

4）フォ ロ
ー

アッ プテス ト：最終セ ッ シ ョ ン終了後、1ケ 月半
が 経 過 した時点 で 、フ ォ ロ

ー
ア ッ プテ ス ト（FU ）を 実施 し

た 。 手続きはプレテス トと同様 で あ っ た。
　　　　　　　　　 結果と考察

　結果をの
一
部 （Pl，P2の児童）をFig．1〜2に示 した。3

C学習法を用 い た介入を行 っ た結果、学習の伸び に差は

あるもの の、5名全 て の児童で 正 しく書けた漢字の数が

増加した。また、個人差は あ る も の の フ ォ ロ
ー

アッ プに

おい て も漢字害字が維持された 。 以上より、3C学習法は

漢字書字 の獲得に効果的である こ とが示された。また、
担任教員に介入の受容度に 関する調査を行 っ たとこ ろ 、

受け入れやすい 介入方法であっ たとの評価が得 られ た 。

　　　 〈BL♪　　 〈介入〉　　　　　 〈ポス ト〉　　　　　 〈FU ＞
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Fig．　1．正答数の変化（P1）．フ ォ ロ
ーア ッ プ（Fu ）は 1 ケ月半後　　Fig．2．正答数の 変化（P2）．フ ォ ロ

ー
ア ッ プ（Fu ）は 1 ケ 月半後
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